
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
10:30～10:35 集合・受付、オリエンテーション 
10:35～12:00 第１章 工場・事業場における「温対法」の正しい理解 

１）温対法の概要と省エネ法との関わり  ２）温対法と省エネ法の改正に関する最新動向 
３）算定・報告・公表制度のポイント 
    a.算定方法 b.報告方法 c.その他の留意事項 等 

（ 昼食 ）  ※昼食代は受講料に含まれておりません。 
13:00～14:45 第２章 温対法と省エネ法が求める“エネルギー起源CO2”算定・報告 

１）工場・事業場におけるエネルギー起源CO2排出量の算定実務 
    a.“燃料”の算定 b.“電気”の算定 c.“熱”の算定 
２）CO2排出量報告値（有効数字）について 等 （→途中、簡単な演習を含みます） 

15:00～16:30 第３章 “エネルギー起源CO2”排出量算定演習 【電卓をご持参下さい】（→終了）  
 

 
1.定 員  ３０名（お早めにお申し込み下さい）。 
2.申込み方法  下記の参加申込書に記入後、ファックスにてお申し込みください。 
3.受講料（消費税込） 賛助会員：１８，９００円 非賛助会員：２９，９２５円 
4.支払い方法  原則として開催日の前日までに下記の口座にお振り込みください。(振込み手数料はご負担願います。） 

  みずほ銀行 梅田支店 （普通口座 Ｎｏ.１０４８０８３） 
  名義：財団法人 省エネルギーセンター 近畿支部 
実施１週間以内のキャンセルについては、理由の如何を問わず受講料は 
ご請求させて頂きます。代理の方の出席をご検討下さい。 

5.申込み／問合せ先 財団法人省エネルギーセンター 近畿支部 担当／高橋 
  〒530-0057 大阪市北区曽根崎1-2-6 新宇治電ﾋﾞﾙ TEL:06-6364-8965 

  
（財）省エネルギーセンター 近畿支部 行 
第29回技術講座 “工場・事業場のための温対法と省エネ法”2008秋・冬版・追加回申込書 兼 受講票 
【講座日時：平成21年1月23日(金)】                        申込日：平成  年  月  日 
会社名・事業所名・所属部署名 TEL: 

FAX: 

賛助会員番号 

E-mail: 住所 〒    － 

 参 加 者 氏 名 受 講 料 
(ﾌﾘｶ゙ ﾅ) 受付No. 受講票送付先(部署名･担当者氏名)※申込時に確認の上、正確にご記入下さい。

 
   円

【備考】このFAXは、当センター教育部が主催する各種講座等のご参加者に対し、省エネルギー技術、知識の総合的な普及啓発という目的の一環として送信させて頂いており 
ます。送信停止をご希望の場合には、上記問い合わせ先までE-mailにてご連絡下さい。 

日時：平成21 年1 月 23 日（金） 10:30～16:30 
場所：たかつガーデン 2F 鈴蘭 
(〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町7-11 ※受講生には別途案内地図を送付します) 

 工場・事業場のうち「省エネ法」における第一種および第二種エネルギー管理指定工場を設置している事業者は、同時に「温対法」
でいう温室効果ガスの特定排出者となり、エネルギー起源のＣＯ２排出量を算定、国に報告しなければなりません。 
 平成20年度分の報告の提出は来年6月末～例年どおり～ですが、温対法と省エネ法には重なる部分があるなど、とりわけ実務レベルでは
両法を整理・理解した上で、必要な手続・対応を行うにはどうすべきかを今の時期からよく考慮しておく必要があると考えられます。 
 その意味から、省エネ法との関係を踏まえつつ、工場・事業場における「温対法」の実務的理解を深め、自信を持ってCO2算定・報告
できるようにするための講習会を開催致します。当センター出版部で発刊した関連書籍の執筆者を講師に迎え、講座実施時点での最新
トピックも含め、ポイントを丁寧にご紹介します。また、ＣＯ２算定・報告をより具体的にご理解頂けるよう例題を用いた「算定演習」
も行います。この機会を是非ご活用下さい！ 

FAX ：06-6365-8990
（切り取らずにFAXして下さい）

※時間割はあくまで目安です。当日の講座の進捗状況等により、若干の変更があり得ますことをご了承願います。

☆【写真うしろ】書籍“速報版「省エネ法」「温対法」改正のポイント””（財）省エネルギーセンター教育部 編） 
○【写真まえ（参考）】講師執筆書籍「工場・事業場のための温対法と省エネ法」（定価3,200円＋税。同出版部刊） 

講師：（財）省エネルギーセンター エネルギー使用合理化専門員 向井 憲一 氏

受講対象者（目安） 
 

【参加特典】書籍“「省エネ法」「温対法」改正のポイント”進呈！

温対法でいう「算定」「報告」への理解を深め、来年 6 月に向けた対応を円滑に進めるために

     温対法と省エネ法 工場・事業場のため
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☆   ○

省エネ法との違いや重なりを整理し、実務者向けに具体的に解説します！ 2008 年秋・冬版 
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第２９回省エネルギー技術講座 受講のおすすめ 

追加回 


